
新
技
術
を
生
む
　
産
学
連
携

日
本
化
学
会
会
長
玉
尾
　
皓
平
氏

　
資
源
の
少
な
い
日
本
に
と
っ
て
化
学
の
技
術
力
を
磨
く

こ
と
は
経
済
発
展
の
大
き
な
支
え
と
な
る
。
ま
た
、
人
類

が
抱
え
る
環
境
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
を
解
決
し
、
持
続
可

能
な
社
会
を
実
現
す
る
た
め
に
も
化
学
の
力
が
頼
り
に
な

る
。
化
学
技
術
を
育
て
る
た
め
に
は
企
業
と
ア
カ
デ
ミ
ア

の
連
携
や
、
政
府
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
が
必
要
不
可
欠
だ
。

そ
こ
で
、
日
本
化
学
会
の
玉
尾
皓
平
会
長
に
産
学
連
携
を

進
め
る
上
で
の
課
題
と
日
本
化
学
会
の
役
割
に
つ
い
て
聞

い
た
。

新しい研究の種発見を広い視野で情報集め交流

ＩＮＴＥＲＶＩＥＷ
　
―
化
学
技
術
の
向
上
に
お
い

て
、
産
学
官
が
抱
え
る
課
題
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
「
基
礎
研
究
を
と
ば
し
て
、

応
用
か
ら
実
用
段
階
へ
進
む
研

究
に
目
が
い
き
が
ち
に
な
っ
て

い
る
。
ア
カ
デ
ミ
ア
サ
イ
ド
は

い
か
に
独
創
性
を
出
し
て
、
基

礎
研
究
に
取
り
組
む
か
考
え
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
研

究
者
は
常
に
実
用
化
に
触
発
さ

れ
る
基
礎
研
究
を
意
識
す
る
必

要
が
あ
る
。
ど
こ
ま
で
信
念
を

貫
け
る
か
。
こ
の
考
え
が
な
に

よ
り
も
基
本
に
な
る
」

　
「
こ
れ
ま
で
産
業
界
が
研
究

を
独
自
で
進
め
て
き
た
部
分
が

大
き
く
、
各
社
似
た
よ
う
な
研

究
に
投
資
し
て
い
る
。
産
業
と

直
結
す
る
化
学
は
重
要
だ
が
、

新
し
い
原
理
の
発
見
が
な
く
な

っ
て
し
ま
う
。
ま
た
、
政
府
の

関
与
は
必
須
だ
。
う
ま
く
関
わ

り
を
持
た
な
い
と
、
短
期
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
終
わ
り
、
成
果
が

出
な
い
ま
ま
に
な
る
」

　
―
日
本
化
学
会
が
課
題
解
決

に
向
け
て
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
部

分
は
。

　
「
国
内
の
化
学
系
研
究
者
は

ア
カ
デ
ミ
ア
に
約
１
万
人
、
産

業
界
に
約
３
万
５
０
０
０
人
い

る
。
研
究
者
の
情
報
を
集
め
ら

れ
れ
ば
、
広
い
視
野
か
ら
新
し

い
研
究
の
種
を
見
つ
け
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
立
て
る
こ
と
が
可

能
だ
。
日
本
化
学
会
は
ア
カ
デ

ミ
ア
と
産
業
界
を
仲
立
ち
し
、

技
術
を
発
展
さ
せ
る
た
め
の
一

つ
の
場
と
な
る
。
人
と
情
報
が

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
交
わ
る
場
に

す
る
た
め
に
も
、
会
員
数
を
増

や
し
て
い
き
た
い
」

　
―
産
学
交
流
活
動
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　
「
産
学
連
携
の
た
め
の
仕
組

み
づ
く
り
と
し
て
、
日
本
化
学

工
業
協
会

日
化
協

や
新
化

学
技
術
推
進
協
会
と
の
連
携
を

強
化
し
て
い
る
。

月

日
か

ら

日
ま
で
開
催
し
た
第
３
回

Ｃ
Ｓ
Ｊ
化
学
フ
ェ
ス
タ
２
０
１

３
で
は
、
化
学
に
携
わ
る
さ
ま

ざ
ま
な
分
野
の
人
に
来
場
し
て

も
ら
う
た
め
、
シ
ェ
ー
ル
ガ
ス

か
ら
ビ
ジ
ネ
ス
戦
略
ま
で
幅
広

い
内
容
の
講
演
を
行
っ
た
。
日

化
協
な
ど
の
４
団
体
と

月

日
を
化
学
の
日
に
制
定
し
た
の

も
産
学
交
流
活
動
の
一
つ
だ
。

ま
た
、
４
団
体
で
創
設
し
た

夢
・
化
学
―

委
員
会
の

統
一
ブ
ラ
ン
ド
化
も
進
め
た

い
。
各
地
で
行
っ
て
い
る
イ
ベ

ン
ト
に
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
付
け
て

化
学
を
印
象
付
け
た
い
。
グ

ッ
ズ
制
作
な
ど
の
地
道
な
活
動

も
行
っ
て
い
く
予
定
だ
」第

３
回
サ
イ
エ
ン
ス
・
イ
ン
カ
レ
来
年
３
月
開
催

大学生の自主研究発表と交流の場に参加者募集＝＝

　
「
サ
イ
エ
ン
ス
・
イ
ン
カ

レ
」
は
学
生
の
自
主
研
究
の

祭
典
で
文
部
科
学
省
主
催
。

今
回
で
３
回
目
を
迎
え
る
。

こ
れ
ま
で
高
等
学
校
、
大
学

院
以
降
に
比
べ
、
大
学
の
学

部
生
の
自
主
研
究
を
発
表
す

る
場
が
不
足
し
て
い
た
。
そ

こ
で
、
全
国
の
自
然
科
学
系

数
物
・
化
学
系
、
工
学

系
、
生
物
系
、
情
報
・
融
合

領
域
系

の
学
部
生
に
個
人

ま
た
は
チ
ー
ム
で
、
研
究
内

容
に
つ
い
て
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
を
行
う
口
頭
発
表
部

門
、
研
究
内
容
を
ま
と
め
た

ポ
ス
タ
ー
な
ど
を
展
示
し
参

加
者
・
審
査
員
に
説
明
す
る

ポ
ス
タ
ー
発
表
部
門
の
２
部

門
へ
の
参
加
を
募
集
し
、
文

部
科
学
大
臣
表
彰
、
科
学
技

術
振
興
機
構
理
事
長
賞
な
ど

を
決
定
す
る
。

　
大
学
で
活
躍
す
る
研
究
者

同
士
の
交
流
、
切
磋
琢
磨
す

せ
っ
さ
た
く
ま

る
仲
間
と
の
出
会
い
、
企
業

関
係
者
と
の
情
報
交
換
の
機

会
に
な
る
。
ま
た
、
参
加
者

が
課
題
設
定
、
プ
レ
ゼ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
能
力
な
ど
を
高

め
、
将
来
の
研
究
の
き
っ
か

け
づ
く
り
に
も
な
る
。

　
「
第
３
回
サ
イ
エ
ン
ス
・

イ
ン
カ
レ
」
の
応
募
は

月

日
ま
で
受
け
付
け
て
い

る
。
１
チ
ー
ム
最
大
３
人
で

参
加
で
き
、
大
学
１
―
４
年

次

短
期
大
学
１
―
３
年
次

を
含
む

、
高
等
専
門
学
校

４
―
５
年
次
、
高
等
専
門
学

校
お
よ
び
短
期
大
学
の
専
攻

科
の
１
―
２
年
次
の
学
生
が

対
象
。
大
会
は
２
０
１
４
年

３
月
１
、
２
の
両
日
、
幕
張

メ
ッ
セ

千
葉
市
美
浜
区

で
行
わ
れ
る
。
詳
し
く
は
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ

へ
。

サイエンス・インカレでは大学生が研究を発表

　
化
学
好
き
な
高
校
生
が
世
界
か
ら
集
い
、
筆
記
・

実
験
試
験
で
学
力
を
競
う
国
際
化
学
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
出
場
者
は
年
々
増
加
し
て
い
る
。
高
い
能
力
を
持

っ
た
若
者
を
育
て
る
上
で
、
充
実
し
た
教
育
環
境
が

求
め
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
文
部
科
学
省
と
高
等
学

校
、
大
学
、
研
究
機
関
な
ど
が
連
携
し
、
人
材
育
成

を
支
援
す
る
。

高等教育の環境拡充へ
「
先
進
校
」
を
指
定
連
携
し
て
人
材
育
成

　　 ２０１３年 平成２５年 １０月２９日 火曜日 （第２部） 　　 （ ）

　
日
本
か
ら
７
人
の
ノ
ー
ベ

ル
化
学
賞
受
賞
者
が
輩
出
さ

れ
、
化
学
は
日
本
の
お
家
芸

と
い
え
る
。
だ
が
、
論
文
数

や
国
際
化
学
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

で
の
成
績
を
見
る
と
、
中
国

が
台
頭
。
日
本
が
競
争
力
を

取
り
戻
す
た
め
に
も
、
若
い

人
材
の
行
動
力
や
柔
軟
な
発

想
が
求
め
ら
れ
る
。
理
化
学

研
究
所

理
研

の
野
依
良

治
理
事
長
は
「
グ
ロ
ー
バ
ル

化
が
進
み
地
球
が
狭
く
な
っ

た
こ
と
と
、
Ｉ
Ｔ
技
術
の
発

達
と
い
う
状
況
を
踏
ま
え
、

化
学
教
育
を
進
め
て
い
く
必

要
が
あ
る
」
と
い
う
。
教
育

環
境
が
変
化
す
る
中
で
、
技

術
革
新
を
理
解
し
、
効
果
的

に
活
用
し
た
教
育
環
境
を
用

意
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
そ
こ
で
、
文
科
省
は
「
ス

ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ハ
イ
ス

ク
ー
ル

Ｓ
Ｓ
Ｈ

」
支
援

事
業
を
行
っ
て
い
る
。
Ｓ
Ｓ

Ｈ
は
先
進
的
な
理
数
系
教
育

を
実
施
す
る
高
等
学
校
・
中

高
一
貫
教
育
校
を
指
定
し
、

大
学
、
研
究
機
関
、
地
域
な

ど
と
連
携
し
て
人
材
の
育
成

を
進
め
る
。
大
学
か
ら
研
究

者
や
技
術
者
を
派
遣
し
大
学

で
行
う
授
業
を
実
施
す
る
な

ど
、
優
れ
た
学
力
を
持
っ
た

生
徒
の
能
力
を
よ
り
伸
ば
す

試
み
だ
。
現
在
、
全
国
の
高

等
学
校
約
５
０
０
０
校
の
う

ち
、
２
０
１
校
が
Ｓ
Ｓ
Ｈ
に

指
定
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
Ｓ
Ｓ
Ｈ
支
援
事
業

と
連
携
し
理
数
教
育
の
水
準

向
上
に
向
け
、
課
題
解
決
型

学
習
な
ど
に
よ
る
人
材
育
成

活
動
支
援
「
グ
ロ
ー
バ
ル
サ

イ
エ
ン
ス
キ
ャ
ン
パ
ス

Ｇ

Ｓ
Ｃ

」
に
も
取
り
組
む
。

地
域
を
あ
げ
て
人
材
を
育
成

す
る
Ｇ
Ｓ
Ｃ
を
指
定
し
、
大

学
を
中
心
に
教
育
委
員
会
な

ど
と
連
携
し
た
コ
ン
ソ
ー
シ

ア
ム
を
設
立
。
Ｓ
Ｓ
Ｈ
や
高

等
学
校
か
ら
選
抜
し
た
生
徒

を
海
外
の
大
学
や
高
等
学
校

な
ど
の
理
数
先
進
地
域

に
派
遣
す
る
。
文
科
省

科
学
技
術
・
学
術
政
策

局
人
材
政
策
課
の
松
尾

泰
樹
課
長
は
「
グ
ロ
ー

バ
ル
な
視
点
を
持
っ
て

も
ら
う
た
め
に
は
、
大

学
と
の
連
携
が
必
要
。

学
力
の
高
い
生
徒
に
整

っ
た
環
境
を
用
意
し
た

い
」
と
、
同
支
援
へ
の

意
欲
を
み
せ
る
。

　
Ｓ
Ｓ
Ｈ
に
指
定
さ
れ

た
横
浜
市
立
横
浜
サ
イ

エ
ン
ス
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

高
等
学
校

横
浜
Ｓ
Ｆ

Ｈ

で
は
課
題
発
見
能

力
を
養
い
な
が
ら
、
幅

広
い
視
点
を
持
つ
人
材

の
育
成
に
力
を
注
ぐ
。

機
器
や
実
験
室
が
充
実

し
、
生
徒
は
最
先
端
科

学
の
研
究
に
打
ち
込
め

る
。
理
研
横
浜
研
究

所
、
横
浜
国
立
大
学
な

ど
と
も
連
携
し
て
い

る
。
松
尾
課
長
は
「
横

浜
Ｓ
Ｆ
Ｈ
が
モ
デ
ル
校

と
な
り
、
各
地
域
で
大

学
な
ど
と
連
携
す
る
高

等
学
校
が
増
え
て
ほ
し

い
」
と
期
待
す
る
。


